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【学校教育目標】

社会に貢献し、よりよく生きる生徒の育成

が好き、姫戸の町が好き、そんな自分が好き
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２学期始業式の校長講話より ～行事・学力の充実を～
１日（火）の始業式の話の冒頭で、今年の夏に起こった「令和８年熊本地震」｢千葉豪雨｣「富山石川豪

雨」｢ネパール・チベットの大規模な土石流・洪水｣などの出来事を紹介し、安全教育・防災教育の重要性を
再確認しました。特に、一番基本的な考え方「自分の命は自分で守る（自助）」や防災への実践的知識とス
キルをしっかり高め、いつ、どのように起こるか分からない出来事に対し「備えよ、常に！」の精神を忘れ
ないことを話しました。なお、もし姫戸中で大地震・津波が発生した場合の避難場所を「姫浦神社」から
「二弁当峠の自動販売機の所」に変更しました。また、小中学校間の共通理解事項として、危険であり早急
な対応が必要な場合には、行政等の指示を待たずに、校長判断で安全第一に避難させることを確認しました。

後半の話は、「実りの２学期」の姫中の重点は、以下の資料にも掲載しております「行事の充実」と「学
力充実」の２つであることを紹介しました。行事の充実では、「郡市駅伝大会（10/16）」「郡市音楽会11/
中旬」「姫戸文化祭出場・協力（含む学習発表会）11/7」などを「チーム姫中」で、姫中プライドを持って

臨むこと、学力充実では、「１主体的な授業」「２学びの基盤の強化」「３テストで自分の力を試す」の３
つにしっかり取り組む話をしました。この活動を通し、「３Ｃ＋Ｒ」と「姫中スタンダード」を高め、思い
出に残る２学期７７日間にしてほしいという話で締めくくりました。チーム姫中生の頑張りに期待大です。

２学期始業式での生徒の発表 ～夏休みの反省と２学期に向けて（生徒の作文一部抜粋）～

１年 山下(翔)さん 夏休みの反省は、｢規則正しい生活｣と｢整理整頓｣です。これか

らは、規則正しい生活を意識して過ごし、日頃から整理整頓に心がけていきます。また、２
学期の努力点は「忘れ物をしないこと」｢テストを頑張ること」｢同じミスを繰り返さないこ
と」の３つです。テスト勉強では、１学期の中間テストでは、勉強が足りずに思うような

成績をとれていなかったので、次のテストでは、課題だけでなく、自分で教科書の問題を解
いたり、ノートを見返したり工夫して勉強していきたいです。

２年 山下(武)さん 夏休みの反省は、「規則正しい生活」と「時間の使い方」です。

計画的に学習を進めていけていないところもありました。しかし、この夏は、昨年とは違い、
体作りを行いました。毎日１時間走ったり、食トレをしたり、今後の部活動や試合に向けて、
何かしらの運動をするような生活を意識しました。来年は最上級生になり、下級生を部活動や
行事等で引っ張っていく立場になります。２学期は、昨日の自分より進歩できるよう何事も積
極的に挑戦していきたいです。また、生徒全員を引っ張っていけるよう、リーダーシップを高
めていきたいです。

３年 浦本さん この夏休みから受験勉強を始めました。私も使っているお薦めの勉強を
紹介します。それは、ＡＩを活用することです。例えば「英語の基礎を教えて」と質問します。
そして、文法などを教えてもらい、そこから「練習問題を出して」とお願いをし、出された練
習問題を解いていきます。他の教科でも繰り返すとものすごく勉強になります。ぜひ試してく
ださい。２学期の目標は、２つです。１つ目は「勉強」です。２つ目は、「最後の中学校生活
の行事」を楽しむことです。残りの学校生活も半年なので、受験勉強しつつ全力で楽しみます。
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今年度は、１年生の英語学習を実施します。この活
動は、上天草市教育委員会が主催で行われていますが、
学習習慣の確立や基礎学力の定着、学習意欲の向上な
どを支援することを目的に取り組まれています。２学
期の重点として、「学力充実」「学習習慣づくり」を
掲げています。これから毎週水曜日の放課後、２月中
旬まで１６回予定されていま
す。１年生は、しっかり学習
に取り組み、英語力を高めて
ください。なお、学習支援員
の先生は齋藤先生です。半年
間よろしくお願いします。

○9/29(火)～10/1(木)：前期期末最終日
○10/12(月)：スポーツの日🎌
○10/16(金)：郡市駅伝大会
○10/17(土)：親子ミニバレー大会
○10/23(金)：前期通知表配付日
○10/27(火)～28(水)：３年県共通テスト

上天草高校、天草高校、天草高校倉岳校、天草拓
心高校（本渡校舎・マリン校舎）、天草工業高校の
６校の校長先生方等をお招きし、校内高校説明会を
実施しました。各校、社会や個人の要請やニーズに
合わせた特色ある学校づくりの紹介があり、大変興
味深い内容ばかりでした。各校の様々な科の紹介は、
生徒たちのこれからの進路選択・職業選択、そして
夢実現に繋がる最新の情報であり、自己のキャリア
形成に向けた大変貴重な機会となりました。

８／１８～２１台湾交流

9/11校内高校説明会

9/5ひかり保育園ちびっ子祭り
姫戸中学校の１年生から３年生までの１２人の生徒

が、ひかり保育園のちびっ子まつりのボランティアス
タッフとして参加してくれました。キッズネイルや輪
投げなどのいろいろなワークショップのコーナーを担
当したり、子どもたちと遊んだりしていました。
本年度の生徒会の重点でもある地域貢献活動に楽し

く取り組んでいる姿をみることができました。

9/16地域未来塾スタート

～お知らせ～ 先輩からの本の寄贈

夏休みの終わり頃、人吉市にあるデザイン工房から出版された
吉田紀子様の詩画集「閉じた扉の向こう」をお読みになられた姫
戸中学校出身の先輩が感銘を受けられ、是非母校の後輩に読んで
ほしいということで、全生徒分の本を寄贈してくださいました。
中学校生活という多感な時期を過ごす生徒たちにとって、自分自
身を見つめ「自分らしく生きる」ことの大切さを考えさせる貴重
な機会となりました。匿名希望でいらっしゃり、直接お会いして
のお礼はできませんが、深く感謝申し上げます。ありがとうござ
いました。以下に生徒の感想を紹介します。

「この本を読んでみて、絵や詩からたくさんのことが伝
わってきました。絵一つ一つの色や線の形や色の付け方の
違いや表現からそれぞれ違った雰囲気や悩み、怒りなどの
感情が伝わりました。詩からも感情が伝わってきたし、私
が普段日常生活を送る中で気が付けていなかったことや目
を向けられていなかったことに言葉から気が付くことがで
きました。違う視点を持てたし、これからの生活に活かせ
るような考え方もありました。」

吉慶小にて伝統文化体験

上天草市教育委員会主催の台湾現地交流事業（上
天草市の小中学生１１人）に、姫中２年生の田中く
んと山口さんが参加しました。５つの小中学校と交
流し、各校・各地の伝統文化(太鼓や踊りなど)に触
れたり、実際に体験したり、大変貴重な経験をして
きました。英語や中国語のコミュニケーションも駆
使し、楽しむことができていました。中学生という
早い段階で、日本を飛び出し、海外に出かけて異文
化の刺激をもらったり、上天草の魅力や日本文化を
改めて見つめ直したりするよい機会となりました。

質問する生徒

真剣な生徒天高校長挨拶

学校説明

プラ板づくり

キッズネイル 輪投げ

片付け


